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 【ＣＦＣＪ メールマガジン】No.３４（２００６年１０月１５日）
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
今年の中秋の名月は１０月６日でした。皆さんのお住まいの空には、銀色に輝く月
がぽっかり出てきましたか？
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 ●　運動会のかけっこについて
　１０月は運動会の季節。この時期、週末になると、運動着をきて嬉しそうな顔をし
　ている子達に出会います。ところで、最近の幼稚園や小学校では、かけっこの順位
　をつけないところが増えてきているようです。小さい頃から順位をつけるのは、足
　の遅い子どもにとっては、可哀想だなどの保護者からの指摘や園や学校の考え方か
　らのようです。

　かけっこや運動会で一番盛り上がるリレー。一生懸命走って、勝って大喜びしてい
　る子どもたちの姿。負けて悔しくて悔しくて涙を流している子どものたちの姿。誰
　もが真剣な表情で一生懸命走るその姿。順位をつけるかつけないか、は別にして、
　一生懸命がんばったこと、悔しかったこと、楽しかったことなど、子どものありの
　ままの気持ちをしっかりと親や周りの大人達が受け止めることが何より大切なこと
　なのかもしれません。

　文部科学省の調査によると子どもの体力低下が指摘されるなかで、特に中高生では
　持久走の記録の低下が激しいということです。この調査では、生活習慣が規則的な
　子どものほうが体力がある、ということも分かりました。また、持久力の低下には、
　頑張ろうとする気持ちや精神力の低下が影響している、と指摘する専門家もいます。

　運動会シーズンの今、辛かったけれども頑張った達成感、喜び、悔しかった気持ち
　など、色々な経験を子どもたちを分かち合いたいですね。

　参考：文部科学省　「平成１７年度体力運動能力調査結果について」　
　　　　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/10/06100304.htm
　　【訂正】前号のメルマガ「笑い」についてにて、精神科医の斉藤茂太氏が人生７0点
　　　　　主義が丁度いいと、これを実践している、と掲載しましたが、８０点主義
　　　　　の誤りでした。もう１０点分は、頑張りましょうか～。
　　　　　大変失礼いたしました。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

● 私のセカンドステップ
　このコーナーでは、毎号レッスン１から順番に、レッスンで実践者が学んだこと、
　感じたこと、工夫してみたこと、レッスン中の子ども達の発言や様子、レッスン後
　の子ども達の変化など、そのレッスンにまつわることを寄せていただき、皆さんで
　セカンドステップでの経験を共有、共感できる場にしていきたいと思います。

　レッスン１０「よく聴く自分の気持ちを伝える」

　◇　日立親子塾　高橋麗子さんからの投稿です。　◇

　　「目をみているから、よく聴いていると思う。」「体が話している子の方を向い
　　ているから、しっかり聴いている。」と写真をみた子供たちがいいました。

　　「では、私がお話を聴くひとになりますから、誰か前にでてお話をしてくれる人
　　はいますか？」と言って、悪い聴きかた、イスに腰をかけて話をしている子と視
　　線を合わさず腕組みをして聴きました。「どんな気持ちがしましたか？」「あま
　　り話せない。」「ヘンな気持ち」
　
　　「では、もうひとり、前に出てお話をしてくれる人はいますか？」と言って、今
　　度は、きちんと向き合って座り、視線をあわせ、うなずきながら聴きました。話
　　をした子に「どんな気持ちがしましたか？」「よく聴いてもらっている気持ち」
　　「うれしい気持ち」
 
　　良い聴きかた、悪い聴きかたのモデルをみせてから、よく聴けるかどうか、順番
　　にやってもらいました。二人組になって、視線を合わせ一生懸命はなし、一生懸
　　命聴いている子供たち。一巡したので今度は親子でしてもらいました。すると、
　　勘違いしてか、再確認作業をしてくれてか、悪い聴きかたをして皆に当ててもら
　　おうとする親もいて私も思わず、「今のは、よい聴きかたでしょうか？」言葉足
　　らずを反省しました。
　
　次号は、レッスン１２「友達を思いやる」です。

たくさんの経験談やレッスンの様子をmmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>でお
待ちしております！
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
 ● ＣＦＣＪライブラリー
　◇　植村圭子さんからの投稿です。　◇

　　『となりのたぬき』　せなけいこ/作・絵　すずき出版　1996
　　仲の悪いたぬきとうさぎ。
　　けんかをすればたぬきのこぶは2つ。うさぎは3つ。
　　うさぎはお月さまにたぬきがいかに意地悪で嫌な相手か訴えます。
　　それを聴いたお月さまは、ひと月だけうさぎがうんとたぬきに優しくすることが
　　できたなら、うさぎの代わりにたぬきをやっつけてやると約束します。約束のひ
　　と月後・・・。

　　「わーっ、セカンドステップみたいだ」と小4娘が喜んだ作品です。
　　私は、真っ先に、今、近所の書店で何週間も購入NO.1に輝く
　　『鏡の法則』　野口嘉則　総合法令　2006　と思ったのですが・・・。
　　やっぱり子どもの吸収力、理解力は素晴らしい！と親馬鹿まっしぐらにしてくれ
　　た一言と一冊でした。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● お知らせ
　◇　研修会ファシリテーターの募集　◇

　　第２３回および第２４回研修会にてファシリテーターを務めてくださる方を募
　　集しています。
　　詳しくは、研修会ディレクター林さおり氏　hayashi-s@cfc-j.org
　　<mailto:hayashi-s@cfc-j.org>　までお問い合わせください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 今後の研修会
　　第23回研修会（開催日　2006/11/18～19）東京
　　第24回研修会（開催日　2007/2/17～18）東京
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＦＣＪメールマガジンでは、次のコーナーにて皆様の投稿をお待ちしております。
　・ＣＦＣＪライブラリー
　・私のセカンドステップ
　・ＮＥＷＳ・フリー投稿コーナー
投稿の際は、投稿者名（実名の可否、イニシャルなど）もご記入下さるよう
お願いいたします。
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